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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・松本　フツエ様・・・ご家族の希望により買い物カードを廃止しています。3月1日より使えなくなり

ます。医事課へは連絡済みです。今後ご家族へはオムツを入れる袋、歯磨き粉等持ってきて頂く様説明しています。

・奥利　うめ様…奥利様の孫（松信様）の面会あり、3月で介護保険も切れるので4月になったら一度家に退院させたいとありました。もし駄目な時は又お世話になるかもしれないです。というお話をされていました。とりあえず、3月中に(金～日)良Ｄｒと面談するよう説明し後で都合の良い日について孫様から当院に連絡くれるそうです。電話を受けたスタッフは、日時を良Ｄｒに伝え確認して下さい。

· 三浦　トシ様…昨日体温３８，３℃あり、インフルエンザテスト施行しています。判定は陰性でした。抗生剤とアンヒバ坐薬が処方となり、主治医より体温38.5℃以上時使用との事でした。他患者様への感染予防の為、一時的に201号室から208号室へ居室変更しています。巡回を密にし、事故のないようにしましょう。本日解熱された為、201号室へ戻られております。家族の方より昨年の11月にインフルエンザ予防接種実施しているとの事でした。又、糖尿病に関して、主治医と内科医両方から病状、今後の治療方針についての説明がありました。その際ご家族からのスタッフへの要望がありました。

・出来るだけオムツは使用しないでほしい。（治療に必要な場合はしょうがないとの事）

現在、病状不安定な為、内服薬の処方変更や、少しの病態変化時、面会や面会にこられない場合は電話連絡などを行って行きましょう。

・山内　トシエ様…昨日体温３８，１℃あり、インフルエンザテスト施行しています。判定はマイナスでした。サマセフとアンヒバが処方となっています。他患者様への感染予防の為、一時的に201号室から208号室へ居室変更しています。巡回を密にし、事故のないようにしましょう。本日解熱された為、201号室へ戻られております。家族の方より昨年の12月にインフルエンザ予防接種実施しているとの事でした。

・小濱　アイ子様…南山苑入所の為、本日当院を退院されております。

・浅水　ナヨ様…南山苑入所の為、本日当院を退院されております。

・柴田　トクコ様…本日14:30～介護保険認定調査があります。・

・3月16日に「ボランティア慰問の行事」があります。内容は、手踊りです。時間は、ＡＢユニットは14時～15時までです。ＣＤユニットは15時～16時となっています。当日事故などないよう十分に気をつけましょう。

＜週間連絡事項＞

・本日17:30～生活習慣改善プログラム講習がありますので、参加者は忘れずに出席して下さい。

・3月1日、ツ反があります。対象者は、三浦トシ様と根市巳佐男様です。

· 3月4日歯科受診があります。対象者は、中川原清美様と五十嵐タイ様と山下ヨシ様です。

＜入院精神療法報告＞

花グループ

・全体の雰囲気

音に反応されて落ち着かなくなってしまうかたがいましたが、ケアが必要な患者様に対して座る席を決めておいた事で、集中力を保つ事が出来たと思います。終了間近には、戦時中の事を熱く語る方がおり、切りよく終わる事が出来ませんでした。「異国の丘」といううたに対する思いを、じっくりと聞かずに次へと進んでしまった事で、最後に言い足りなかった気持ちが出てきた様子でした。

・話題の流れ

ＲＯ法→誕生日祝→えんぶり（烏帽子）→スキーの思い出→「スキー」→言葉遊び→「異国の丘」→「青い山脈」→「夕焼け小焼け」→お茶だし・感想→戦争当時の話→終了

・次回に向けて

「異国の丘」などの流行歌を、当時どんな思いで聴いていたのか、歌っていたのか、皆様に尋ねてみればよかったと思います。又、終了の挨拶はきちんとけじめをつけてする事が必要だと思いました。「スキー」は、70、80代の方は知らない方が多い様子。又、「異国の丘」は、年代によって曲にまつわる思い出や捉え方が異なると感じました。80歳代の方は、この曲の背景に戦時中の記憶が生々しくあるということがわかりました。

星グループ

・全体の雰囲気

皆様、テレビやラジオでえんぶりのニュースを見ていた様子。祭囃子の音楽を流し烏帽子をみると、えんぶりについて回想されています。「異国の丘」については、歌詞に込められた意味を知っている方もおられましたが、戦争当時の歌という印象よりも、皆様が若い頃に流行った歌として捉えられていた様子。「青い山脈」では、同名映画の話や出演俳優を思い出し、若き日の思い出を回想されています。歌唱が中心で、主に聴覚刺激が多いプログラムでしたが、「青い山脈にはあの女優さんが出てたよ。誰だったかな？」など、当時に思いをはせるきっかけを作る事が出来たとおもいます。

・話題の流れ

ＲＯ法→誕生日の確認→祭囃子の音楽を流す→えんぶり→烏帽子→えんぶりの踊りの真似→スキー→下駄スキー・竹スキー言葉遊び→異国の丘→青い山脈→夕焼け小焼け→音楽鑑賞→終了

・次回に向けて

言葉遊びは今回初めての試みでしたが、皆様リズムに乗って楽しまれている様子でした。「赤・青・黄色」など単語のみの言葉遊びでしたが、次回は「自己紹介」や「出身地」をリズムにあわせて言うという形式で、身近な題材を言葉遊びに取り入れて行きたいと思います。
＜接遇勉強会＞

・聞き上手になる為に
1 心を開いて、相手の話を受け入れているという気持ちが大切。

2 優しい視線を相手に向け、くつろいだムード作り親しみを込めて話を聞いていく事。

3 相手の話の内容に合わせて表情を変える、相手の顔を見ながら聞く事もポイントです。

4 相手の話に耳を傾けて一生懸命最後まで相手の話を聞く。（取るに足りないことでも、まじめに関心を持って聞く。）

5 わかっている事でも最後まで相手の話を聞く。

6 話の途中で横取りして独占しない。

7 勝手に話を解釈しないで、確かめながら聞く。

